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校

長

高

田

耕

治

処
暑
も
過
ぎ
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
残
暑
厳
し
い
毎
日

で
ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
よ
り
、
地
域
の
皆
様
に
は
、
生
徒

の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
何
か
と
お
世
話
に
な

っ
て
お
り
ま

す
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
二
月
十

一
日
に
、
未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
が
発

生
し
多
く
の
方
が
被
災
し
、
ま
た
、
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま

し
た
。
こ
う
し
た
中
で
本
校
で
は
、　
一
日
も
早
い
震
災
か

ら
の
復
旧

・
復
興
を
願
い
、
同
好
会
の
と
ら
す
と
Ｋ
や
生

徒
会
な
ど
の
生
徒
が
、
被
災
地
の
方
々
に
元
気
に
な

っ
て

頂
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
募
金
活
動
や
手
紙
を
現
地

に
届
け
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
に
、
な
ざ
な
た
部
、
剣
道
部

（女
子
）
、
山

岳
部
が
出
場
。
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に
写
真
部
、

書
道
部
が
出
品
し
、
今
年
度
も
生
徒
は
部
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
み
成
果
を
挙
げ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
大
会
は
東
北
地
方
を
中
心
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
全
国
か
ら
多
く
の
方
が
こ
の
地
域
に
集
ま
る
こ
と

で
、
た
く
さ
ん
の
方
が
励
ま
さ
れ
、
勇
気
や
人
の
優
し

さ
、
助
け
合
い
の
気
持
ち
な
ど
を
賞
い
、
「絆
」
と
い
う
も

の
の
大
切
さ
を
、
多
く
の
方
が
感
じ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

琴
平
高
校
の
生
徒
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ

て
、
奉
仕
の
心
を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
に
励
み
ま

す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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『
館
ん
に
く
ク
ッ
韓
盤
」
の
剣
籐

！
！～

特
産
品
「進
ん
に
く
」
を
議
か
し
て

～

３
年
生
の
選
択
科
目

「生
活
科

学
」
で
は
、
昨
年
度
よ
り
、
地
元

の
特
産
品

「に
ん
に
く
」
を
利
用

し
て
の

「食
の
ま
ち
づ
く
り
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、

に
ん
に
く
加
工
品

（醤
油
、
味
噌

等
）

を
利
用
し

た

「
料

理

レ

シ

ピ
」
を
地
元
に
提
案
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、

「に
ん
に
く
ク
ッ
キ
ー
」
の
創
作
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
に
ん
に
く
を
す
り
お
ろ
し
た
り
、
細
か

く
き
ざ
ん
だ
り
し
て
生
地
に
練
り
込
み
、

「ジ
ャ
ー
マ
ン

ポ
テ
ト
風
」

「テ
ー
ズ
＆
カ
ス
タ
ー
ド
」

「お
に
ざ
り
風
」

な
ど
、
各
班
で
工
夫
し
て
高
校
生
ら
し
く
創
意
溢
れ
る
ク

ッ
キ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
７
月
７
日
（木
）
に
は
、
プ

ロ
の

パ
テ
ィ
シ
エ
に
試
食
し
て
頂
き
、

「高
校
生
ら
し
い
自
由

な
発
想
が
面
白
い
」

「色
合
い
が
よ
く
、
ど
れ
も
完
成
度

が
高
い
」
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
プ
ロ
に
頂
い
た

ア
ド
バ
イ
ス
を
元
に
、

「に

ん
に
く
」
の
香
り
や
味
わ
い

を
活
か
せ
る
ク

ッ
キ
ー

の

「
レ
シ
ピ
」

を
完
成
さ
せ

て
、
地
域
に
発
信
し
て
い
く

予
定
で
す
。
ま
た
、

「に
ん

に
く
加
工
品
」
を
使

っ
た
、

簡
単
に
に
ん
に
く
の
風
味
を

楽
し
め
る
料
理

の

「
レ
シ

ピ
」
の
作
成
に
も
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

あいさつ運動

鶏
年
鐘
　
総
含
鞠
懇
撃
韻
の
贈
闘

『
響
甲
麟
の
歴
史
命憾
統
・受
勉
傘麓
業
」

～

琴
平
鴫
を
知
り
、
体
感
し
、
発
億
す
る

～

轡
鐘
ン
ン
ン
ヲ
簿
鹸
籠
鶴
熙
鬱
ン

４
暑
日
０

ほ
と
ん
ど
の
新
入
生
に
と
っ
て
踊

り
は
初
め
て
の
体
験
で
し
た
が
、
講

師
の
先
生
の
動
き
に
合
わ
せ
て
、
楽

し
く
踊
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最

後
の

「こ
ん
ぴ
ら
船
々
」
の
総
踊
り

で
は
、
新
し
い
ク
ラ
ス
の
仲
間
と

一

つ
の
輪
に
な
っ
て
踊
り
、
琴
平
高
校

の

一
員
と
な
っ
た
こ
と
を
体
感
し
ま

し
た
。

「
こ
ん
ぴ
５
を
知
る
」
講
演
会

湾
暫
ｏ
管
衛

「こ
ん
ぴ
ら
山
下
ガ
イ
ド
の
会
」

の
橘
正
範
さ
ん
か
ら
、
「琴
平
町
の

史
跡
」
「金
刀
比
羅
官
と
こ
ん
ぴ
ら

街
道
」
等
に
つ
い
て
の
お
話
を
う

か
が
い
ま
し
た
。
金
丸
座
の
歴
史
や

鳥
居
の
出
来
な
ど
、
興
味
深
い
話

題
が
多
く
、
琴
平
の
町

・
こ
ん
ぴ

ら
さ
ん
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
こ
ん
ぴ
５
カ
ル
タ
」
の
作
成

６
月
２４
日
０

３０
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
高

燈
籠
や
金
丸
座
な
ど
の
史
跡
を
巡

り
、
ス
ケ
ッ
チ
や
句
の
作
成
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
今
後
は
、
郷
土

料
理
や
自
然
な
ど
も
取
り
入
れ

て
、
４４
枚

の
カ
ル
タ
を
完
成
さ

せ
、
年
度
末
に
は
、
地
域
の
方
々

を
お
招
き
し
て

「カ
ル
タ
大
会
」

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。



第 9号

保蓄棄ン

2年 生 「発達と保育」選択者28名 が、

琴平町立南幼稚園で保育実習を行いまし

た。ほ、れあい広場で玉入れをしたり、教室

や園庭で元気に遊んだり、給食や弁当を食
べたりして、園児との交流を深めました。

響滲雛畿善紗零率≫寵ン醤へ鶴ンll

卓球部、パレーボール部、/1Nドミントン

部、生徒会、生徒有志が、「親子クリーン

活動Jに 参加しました。小学生や保護者の

方々と一緒に、教室や階段、体育館の窓を

きれいして、達成感を味わいました。

醒ぬぴ犠畿熙ン輸ンン

山岳部が、象頭山 大 麻山登山ルートの

整備を行しヽました。登山道の」ミを拾つた

り、侮」木を片付けたりして、地元への愛着

を深めました。また、全国大会に向けて、

チームワークを固めることができました。

信通一向琴 平成23年 8月 22日 (2)

6月 2日 (木)。 16日 (木) 4月 28日 (木)

ヲ熙鶴畿ンンヽ観ン醒援

]年生が、金刀比羅目に参拝した後、金

丸座周辺の清掃を行いました。階段や溝の

落ち葉を拾い集めたり、草を抜いたり、時

間を忘れて清掃活動に取り組み、伝統 文

化豊かな琴平町の町を大切にする心を増い

ました。

畿髄ン麓ンン鶉ン

郷土芸能同好会が、金刀比羅日本自前に

て、「こんぴら船々J等 の踊りを奉納しま

した。GW中 でもあり、たくさんの観光

客の方々に踊りを見て頂きました。飛び入

りで踊りに参加してくださつた方もあり、

和やかに公演できました。

5月 3日 (火)

麒ン鶴餞ン率酸鶴ン韻犠ンンlll

生徒会役員が、「春季クリーン作戦」に

参カロして、琴平町内の道路や溝に落ちてい

るたばこの吸い殻やゴミを拾い集めたり、

落ち葉を掃き集めたりしました。自分がで

きることで社会に貢献できることがあるこ

とに気づきました。

3月 13日 (日)

ン鱚ン寵ン

野球部員が、こんぴら歌舞伎に向けて新

町東商店街の提灯を清掃しました。地域の

方々への感謝の気持ちを込めて、提灯を一

つひとつきれいにしてしヽき、地元に貢献で

きた喜びを味わうことができました。

3月 31日 (木)

鶴麓轟

琴平町立南幼稚園の園児に体育祭に参加

してもらいました。リレー競技 「電車で

GO!×3」 で、幼稚園児と2人 ]組で走つ

たり、幼稚園児と一緒に応援を楽しんだり

して交流を深めました。

5月 13日 に勘

翻穐ぬ蓼ン繁彊犠ンンlll

「とらすとKJが 、山下農場で開かれた
「れんげ畑祭」に参加しました。身近な人
に手紙を書いてもらったり、「防災度チェ

ック」を行つたりして、災害に備えて 「人
と人とのつながり」を拡げ、深めてしヽくこ
との大切さを伝えました。

4月 24日 (日)

6月 11日 (土)

フ月9日 (土)



(3)平 成23年 8月 22日

達一三菱蒙嚢ン曇
5月 8日 (日)

]年生と保護者対象に、2年次以降のコ
ース選択に向けた説明会を行いました。 ]

年生は、コース選択を通して、自分の将来

について真父Jに考え始めました。

≧嚢ン妾量
6月 10日 (金)

3年 生の進学希望者は、各教室で、大

学 短 大 専 門学校の説明をきき、具体的

なイメージをつかむことができました。就

職希望者|よ、「ビジネスマナー ト レーニ

ングJを 行しヽました。

■■■■■■■■

≧桑牽香量
フ月6日 (水)

3年生がバスア台に分かれて進路見学に

出かナました。進学希望者は、自分が選ん

だ大学 短 大等で模擬講義を受け、就職希

望者は、「ビジネスマナー講習会」の後、

県内企業を見学しました。進路決定に向け

て考えるよい機会となりました。

―

≧菩多嚢裏髪ン曇霞蒙髪を髪髪,

3年生の保護者の方々に、進学 就 職に向

|ナての手順や心構えについて具体的に説明し

ました。進路決定を目前にしたこの夏休みを

充実させたいという保護者の方々の真剣な気

持ちが伝わつてきました。

フ月20日 (水)

3月 14日 (月)～18日 (金)

6月 18日 (土)

罰盤塞蓼饒ゴピ彊警ン罰ンン自轟畿醤

吹奏楽部が、琴平町地域福祉ステーシ

ョンで、「朝の音楽会Jを 開催しました。

3年生にとって|よ最後の浪奏会となり、演

奏に合わせての合唱や手遊びで、楽しい

時間を過こしました。

信通一向琴 第 9号

ン蕃蜜象ン曇ンン饉ン
5月 10日 (火)

父」道部が、地元の中学生と合同槽古会を

行いました (毎月第2火 曜日の実施予

定)。昨年度と同様、全国大会への出場を

目標に掲げ、お互しヽの心と技を鍛えまし

た。また、貸J道を志す者としての先輩 後

輩の関係が築|ナました。

事墨晃蓼ン言寡萎轟看旨ン替ザ寵率ン饗

サッカー部が、「こんぴら子ども塾Jに

参加し、榎井小学校で、サッカー教室を開

催しました。小学生約40名 と、サッカー

ボールを追いか|ナ合うなどして、放課後の

]時間を楽しく過こしました。

萎   「 とらすとKJが 中心となつて、こんぴ

萎

「とらすとK」 が被災された方々に、応

援の気持ちを伝えようと手紙を書きまし

た。手紙は、神戸の支援団体を通じて、自

城県の石巻、気仙沼両市の避難所に届けら

れました。「手紙」を通して寄り添うこと

の大切さを再認識しました。

3月 18日 (金)・20日 (日) 6月 15日 (zK)

14日 (火)
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